学内実習プログラムで実施した小児看護学実習における学生の学び by 田中 さおり et al.
天使大学 紀要 Vol.21 No.2 2020 
- 15 - 
学内実習プログラムで実施した小児看護学実習における学生の学び 
Student Learning in a Pediatric Nursing Practicum: 
An On-Campus Program 
 
田 中 さおり 1) 伊 織 光 恵 1) 日 沼 千 尋 1) 
Saori TANAKA Mitsue IORI Chihiro HINUMA 
 
要旨 










In response to the spread of COVID-19, the University of A planned and implemented an on-
campus training program as an alternative to the clinical training generally conducted in the 
first semester of the fourth year of its nursing program. The purpose of this study is to  
describe the students’ learning process and address issues in pediatric nursing practice  
related to the on-campus training program as well as to examine the future of the practice. 
The results of the questionnaire survey and the practical training reports showed that, 
through the on-campus practice, the students learned the elements required for pediatric 
nursing practice, including children’s traits and unique methods of caring for children. 
However, the results also showed that there were issues with learning about children’s 
reactions from hands-on experience and about proper ethical attitudes . It is important for 
on-campus practice to  provide teaching material that matches the purpose of training, to 
devise teaching methods that expand students’ knowledge, and to plan and organize conferences. 
Consideration of a hybrid of practical training that connects the campus and the practical 
training site is suggested as important for future pediatric nursing practice. 
  
1）天使大学 看護栄養学部 看護学科 (2020年12月10日受稿、2021年４月30日審査終了受理) 
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キーワード：学内実習プログラム（on-campus training program） 
      小児看護学実習（pediatric nursing practice） 
      COVID-19（COVID-19） 
      ハイブリッド型実習（hybrid practice） 
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究 8）の研究結果とで Mann-Whitney の U 検定より
比較分析を行った。統計的有意水準は５％とした。













図１ 小児看護学実習における学生の学び n=39 
田中さおり 他：学内実習プログラムで実施した小児看護学実習における学生の学び 






Ⅴ．結  果 
１．自記式質問紙調査 
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 また 2017 年度に実施した同調査（2017 年５月
～７月に小児看護学実習を実施した学生対象）と
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  表６ 小児看護学実習における学び 2017年度調査との比較 人数（％) 




学べた（とてもそう思う） 18 （46.2％） 57 （68.7％） 
.012＊ 
学べた（ややそう思う） 14 （35.9％） 20 （24.1％） 
どちらとも言えない 3 （7.7％） 4 （4.8％） 
学べなかった（ややそう思う） 4 （10.3％） 1 （1.2％） 




学べた（とてもそう思う） 25 （64.1％） 42 （50.6％） 
.175 
学べた（ややそう思う） 10 （25.6％） 28 （33.7％） 
どちらとも言えない 2 （5.1％） 10 （12.0％） 
学べなかった（ややそう思う） 2 （5.1％） 2 （2.4％） 




学べた（とてもそう思う） 22 （56.4％） 61 （73.5％） 
.023* 
学べた（ややそう思う） 6 （15.4％） 17 （20.5％） 
どちらとも言えない 10 （25.6％） 2 （2.4％） 
学べなかった（ややそう思う） 0 （0.0％） 1 （1.2％） 
学べなかった（とてももそう思う） 1 （2.6％） 2 （2.4％） 
4）同じケアでも人が変わ
ると子どもの反応は変わる 
学べた（とてもそう思う） 21 （53.8％） 45 （54.2％） 
.553 
学べた（ややそう思う） 7 （17.9％） 23 （27.7％） 
どちらとも言えない 6 （15.4％） 12 （14.5％） 
学べなかった（ややそう思う） 2 （5.1％） 0 （0.0％） 
学べなかった（とてももそう思う） 3 （7.7％） 3 （3.6％） 
5）子どもにはペースや生
活スタイルがある 
学べた（とてもそう思う） 26 （66.7％） 62 （74.7％） 
.230 
学べた（ややそう思う） 7 （17.9％） 18 （21.7％） 
どちらとも言えない 2 （5.1％） 1 （1.2％） 
学べなかった（ややそう思う） 4 （10.3％） 1 （1.2％） 





学べた（とてもそう思う） 23 （59.0％） 44 （53.0％） 
.303 
学べた（ややそう思う） 13 （33.3％） 24 （28.9％） 
どちらとも言えない 3 （7.7％） 8 （9.6％） 
学べなかった（ややそう思う） 0 （0.0％） 7 （8.4％） 




学べた（とてもそう思う） 20 （51.3％） 43 （51.8％） 
.845 
学べた（ややそう思う） 16 （41.0％） 29 （34.9％） 
どちらとも言えない 2 （5.1％） 10 （12.0％） 
学べなかった（ややそう思う） 0 （0％） 0 （0.0％） 
学べなかった（とてももそう思う） 1 （2.6％） 1 （1.2％） 
8）子どもへのケアでは子
どもならではの工夫がある 
学べた（とてもそう思う） 34 （87.2％） 70 （84.3％） 
.618 
学べた（ややそう思う） 5 （12.8％） 9 （10.8％） 
どちらとも言えない 0 （0.0％） 3 （3.6％） 
学べなかった（ややそう思う） 0 （0.0％） 1 （1.2％） 
学べなかった（とてももそう思う） 0 （0.0％） 0 （0.0％） 
9）小児病棟には成人病棟
にはない工夫がある 
学べた（とてもそう思う） 21 （53.8％） 67 （80.7％） 
.000*** 
学べた（ややそう思う） 4 （10.3％） 13 （15.7％） 
どちらとも言えない 8 （20.5％） 2 （2.4％） 
学べなかった（ややそう思う） 3 （7.7％） 0 （0.0％） 




学べた（とてもそう思う） 18 （46.2％） 48 （57.8％） 
.150 
学べた（ややそう思う） 11 （28.2％） 22 （26.5％） 
どちらとも言えない 5 （12.8％） 8 （9.6％） 
学べなかった（ややそう思う） 3 （7.7％） 4 （4.8％） 




学べた（とてもそう思う） 28 （71.8％） 53 （63.9％） 
.344 
学べた（ややそう思う） 10 （25.6％） 25 （30.１％） 
どちらとも言えない 1 （2.6％） 2 （2.4％） 
学べなかった（ややそう思う） 0 （0.0％） 0 （0.0％） 
学べなかった（とてももそう思う） 0 （0.0％） 3 （3.6％） 
12）入院時から退院を視野
に入れたケアが必要 
学べた（とてもそう思う） 20 （51.3％） 38 （45.8％） 
.584 
学べた（ややそう思う） 11 （28.2％） 27 （32.5％） 
どちらとも言えない 5 （12.8％） 8 （9.6％） 
学べなかった（ややそう思う） 2 （5.1％） 7 （8.4％） 





学べた（とてもそう思う） 27 （69.2％） 48 （57.8％） 
.216 
学べた（ややそう思う） 10 （25.6％） 28 （33.7％） 
どちらとも言えない 2 （5.1％） 5 （6.0％） 
学べなかった（ややそう思う） 0 （0.0％） 1 （1.2％） 
学べなかった（とてももそう思う） 0 （0.0％） 1 （1.2％） 
*p＜.05 **p＜.01 ***p＜.001 
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Ⅵ．考  察 
１．学内実習において学べること 
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